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 Drew3) has demonstrated that when carpospores of Porphyra umbilicalis (L.)  Kütz. 

germinate on shell matrices, they penetrate into shell and give rise to  Conchocelis-phase, 

described by  Batters1) and Rosenvinge2) under the name of Conchocelis rosea.  Drew4-6) 

presented further details of Conchocelis-phase and described the development of  'fertile 

cell-rows', but she did not find the liberation of spores from them. 

   Recently, many investigators have observed that spores are formed in  'fertile cell-row' 

of Conchocelis-phase and they germinate into Porphyra thalli. In addition to  'fertile cell-

rows',  Drew5) has shown  'plantlets' developed in the intestices of shells and on the surface 

of shell flakes in the cultures, but no spore formed on them. 

   The present writer studied on the  'plantlets' of Porphyra these several years in the 

laboratory. Six species of Porphyra were studied; P.  suborbiculata Kjellm., P. tenera Kjellm., 

P. kuniedai Kurogi (round type of P. tenera), P. seriata Kjellm., P. yezoensis Ueda prox. and 

P. pseudolinearis Ueda. 

   Schreiber's, Drew's and Provassoli's solutions were used, for the cultures and usually 

they were charged every two weeks. The culture glass vessels were placed at  300-500 lux in 

light intensity. The temperature of the culture water was shown in Table 1. 

   The results of observation are summarized as follows: 

1.  'Plantlets' have develped on the surface of the shell, and they have been found to be 

  in connexion with  'fertile cell-rows' inside the shell. 

2. Although the  'plantlets' are observed all species of Porphyra used in this study, they 

  are well developed especially in stenohaline  species, such as P. suborbiculata, P. seriata and 

 P.  pseudolinearis. 

3. In P. tenera, P. kuniedai and P. yezoensis prox.,  'plantlets' have arisen on the shell after 

 'fertile  cellrows' discharged spores. 

4. The cells of these  'plantlets' are varied in diameter and length under the different 

  culture conditions. Each cell of them contains a stellate plastid with a pyrenoid, but some 

  narrow cells have no pyrenoid. 

 5. Asexual spores are liberated from the  'plantlets' during the autumn months and they 

  have developed into leafy thalli of Porphyra. 

6. The  'plantlets' did not develop directly to leafy thalli in the same culture in which 

  Conchospores have given rise to them.
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7. During the period of late autumn and winter, immature branches of  'plantlets' become 

 narrow in size. Finally they grow to normal Conchocelis-filaments which are able to 

 penetrate again into the shell. 

8. It seems that the  'plantlet' and  'fertile cell-row' are essentially the same which is 

 the Conchosporangium in Conchocelis-phase of Porphyra.
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緒 言

アマ ノ リの果 胞 子 が 貝殻 な どの石 灰 基質 内 に穿 孔 発 芽 して糸 状 体 に な る こ とは 多 くの種 類 で 知 られ て い る ・

この糸 状 体 には や が てBAFFERs・)が"infiation"と 称 し,R・sENvlNGE2)やDREw3～6)が"fertilece11-row"

と呼 ん だ 肥 大 細胞 や 肥 大 細胞 列 よ りな る殻 胞子 嚢Conchosporangiumが 形 成 さ れ る.

しか し,DREw5)は こ の貝 殻 の 内部 に形 成 さ れ る"fertilecell-row"の ほ か に,殻 の外 面 に形 成 され る所

謂"Plantlet"に つ い て詳 細 な観 察 結果 を報 告 して いる が,"Plantlet"よ り葉 状 体 に な る経 過 は 観 察 して い

な い.

一 方
,本 邦 で も アサ クサ ノ リ糸 状 体 の培 養 中 に"Plantlet"状 の も のを 見 た 研 究者 もあ る よ うだ が,報 告

は 行 な わ れ て い な い.た だ,三 浦 ・伊藤8)が 天 然 ノ リ糸 状 体 にっ い て"Plantlet"と の 関連 を考 察 して い る

に す ぎ な い.

筆 者 はエ957年 よ りユ96C年 ま で,機 会 あ る ご とに培 養 中の 糸 状体 に つ いて"Plantlet"の 形 成 を 観 察 して き た

が,特 に1959年 と196Cに 実 験 的 に"Plantlet"の 形成 お よ び そ の帰趨 を観 察 した.そ の 結果 を報 告 す る.

材 料 及 び 方 法 、

材 料 の ア マ ノ リー類 は 有 明 海 島 原沿 岸 産 の アサ クサ ノ マ リ ・マ ル バ ァ サ ク サ ノ リ ・イ チ マ ツ ノ 婆,佐 世 保 湾

産 の マル バ ァ マノ リとス サ ビノ リP(生 殖 細胞 の分 裂 型 式 は ス サ ビノ リに 一 致 す るが 葉 体 の厚 さが 薄 い),

島 根 県 産 の ウ ップ ル イ ノ リを 用 い た.

果 胞 子 付 けは3月 よ り4月 上 旬 に か けて行 な い,基 質 に は カ キ殻 を 使 用 した.な お,珪 藻 等 の雑 藻 の 着生

を 防止 す る た め果 胞 子付 けの際 の 原 藻 は 濾 過 海 水 で よ く洗 った が,一 部 珪藻 の多 く付 着 した殻 は5月 中 旬 に

雑 藻 を一 度 洗 い落 した.培 養 は 一 般 の糸 状 体 培 養 の照度 よ り暗 い3QO～5006礁 の照 度 下 で 行 な った.

培 養 液 は お も にSo加 θゴ飽7液 を 用 い,一 部D紹 ω液 やP70侃30〃 の液 を使 用 した.換 水 は約 半 月 毎 に

行 な い,培 養 期 問 中 に殻 表 面 を損 傷 しな い よ う留 意 した.培 養 期 間 の水 温 は第1表 に示 した."Plantlet"よ

りの胞 子 の 放 出 は殻 表 面 よ り"Plantlet"を 剥 離 して ガ ラス 板 を 敷 い た小 シ ャー レ に移 して観 察 した.こ の

際,も と の糸 状 体殻 や剥 離 した"Plantlet"は 培 養海 水 の換 水 期 間 を1日 ～7日 お き に変 え た り,50～1,500

Table1.Meantemperatureoftheculturesea-water(。C).

＼ ＼

_DecadeFirs,Sec。 。dL。,t

Month＼J

l960Mar.8.58.910.5

Apr.9.713.316.O

Mayl7.520.221.6

器ll:1;1:ll:1:l
Aug.29.028.128.2

Sept.26.023.524.3

0ct.ユ9.715.416.O

Nov.ユ4.811.510.7
1

Dec.9.08.77.3

1961Jan.6.74.85.3

Feb.5.74.96.6
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4uxの範囲で培養照度を異にしたりして，胞子放出の有無を実験的に観察した．なお，

4，0006　ux下で通気培養も試みた．

白色螢光灯1，000・V

観 察

　“Plantret”の形成　　培養初；期の4・v　5月はどの種類の糸状体でも殻の内層を普通の糸状体の枝が穿孔生

長するものが多く，5～6月になり多くの殻胞子嚢（“fertile　cell－row”）の形成が見られるようになった

が，そのころでも殻の外面上に胞子嚢状のものは観察されなかった．

　その後，7月上中旬になりマルバアマノリで殻内部の殻胞子嚢が表面に突出しているのが見られるように

なった（Fig．1．　a，　b）．これらの殻内部より外部に出た肥大枝は短期間によく分枝し（Fig．　L　c），また時

には表面を葡出して假盤状にも見えるが，側面観では遊離した分枝を示す場合が多い（Fig．1．　d）．

　これと同様のものはマルバァマ

ノリのほかにイチマツノリ・ウッ

プルイノリでも夏期に観察され

た。

　これらは殻内部の胞子嚢枝より

色が紅く，また水中より取出すと

芥が付着したように見えるので肉

眼で容易に識別することができ

る．

　DREW5）はこの殻表面に形成さ

れる胞子嚢類似のものを　“Plan－

tlet”と呼んでいる．

　“Plantlet”の形成初期の枝は

内部の殻胞子嚢より太いものが多

く，マルバアマノリで15（’25μ，

平均18μ，ウップルイノリで13・5

rV21pa，平均17．5μ，イチマツノ

リでは16～28μ，平均20μの太さ

を示した．

　色素体は星状で，内容が充実し

て中央に位置する場合と淡く細胞

壁に偏在する場合があ・る．しか

し，これらの細胞の巾や長さ，色

素体の形態，またPyrenoidの

有無などは培養条件や培養の時期

によってかなり変化するように観

察された．

　また“Plantlet”の生長はおも

に頂細胞の分裂，伸長により行な

われるが，そのほかに介在的細胞

分裂も行なわれるようである．

“Plantlet”の枝は1列の細胞列

…
ノ
f
…
》
酵
拶
レ
／

…
瀬
、
い
帽
湘
黙
図
冒
＼
，

　
　
　
“
、
＼
艦
’
工
、
　
r
＼
、
　
、
㌔
、
料
G
η
飛

騨
難
戦
）
齢
凪
＼
．
〆

　　

@　

@　

@　

@　

＝
_
〆

㌔、…．，ハ、
，一鴨・」’｝ゴ、，n1駒㍉　凸　　　樋
ρ一畦 A　’　　　　　　1　、、　　　，1　　”
　㌦’　　　　　　㌔｛、＼　　〆’、　　”
　　　　　　ト　ヘ　　　　ロ　　ノノ　　　　　　　こ　　ノ　ノノ
　　　　　　　ロのコ　ぱ　　　ノド
　　　　　　しべy匹，：．・二

　　　　　　　　〃
　　　　　　ヘ　ヘ　　リ　　　　　　　＼こ∀乙一＿．一＿軸

　　　　　　　〃一一一、…’一一

　　　＿　　〃
　　ノ　　ヘ　　　　　　　　ノノ
　　マ　　　　　　　　　　　　　　　ノ　

　　t　　　　　”
　　、、　　9
　　　、ワ’　　　　　　　　　ρ“鴨㌔
　　　、　　　　　　　　　　　　、、
　　　も　　　　　　　　　ヘ
　　　ヘ　　　　　　　　　　　ノへ

　　b’　デ1
　　　ほ　ののら　　　　　　　　　　　　　ぼ
　　　！　　　　　　1　，　　’

1馨
　　　〃（近）〉＼て

　　　ll　　　　＼㌔ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
・
八
〃
ノ
～
レ

リへ　　ハ

し

　＼

’つ

＿ノ

Fig．　1．　PorPhyra　suborbiculata　Kjellm．　‘plantlets’　of　the

　　　Conchocelis－phase．　a，　b．　Early　stages　of　‘plantlets’

　　　developed　from　‘fertile　cell－rows’．　c．　Surface　view

　　　of　the　‘plantlet’．　d．　Side　view　of　branches　of　the

　　　‘plantlet’．　（×250．）

よりなるものが多いが，ところどころ縦の隔膜で2分または3分されParenchema状のような排列をする部

分がある．しかし縦に4分憤れた部分は見られず，両側に分枝を基部細胞とみなせば原則的にはユ列といえ

る．

　なお本実験の観察の範囲では，“Plantlet”の細胞聞の原形質連絡はmethyl　violet，　aniline　greenに
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よる染色を試みたが確認できなかった．

　一方，アサクサノリ・マルバァサクサノリ・スサビノリ？では7，8月の夏期には“Plantlet，，の形成は

少なく，殻内部より殻胞子（Conchospore）の放出が行なわれ始めた9月中下旬よりll月中旬にかけて貝殻

全面に“Plantlet’，の形成が見ちれるようになった（Pl．　X）〈1［．　D．その形成過程や形態はマルバアマノリ

などの場合と原則的にはほとんど同様であるが，密生するために分枝が少なく，また殻の表面を葡飼するも

のはまれである．

　このアサクサノリなどの場合も“PlantIet”は内部の殻胞子嚢と連続しているものが多いが，まれに糸状

体の表面近くの枝より直ちに表面上に肥大枝が伸びて“Plantlet’，となるのもある．

　秋になって形成される“Plantlet”は殻内部の殻胞子の放出が行なわれている；期間によく生長する．　これ

は夏期よりも短期間に繁茂し約ユカ月でO．6・・“lmmの長さに伸長し，絨鍛状に殻の表面に密生する．

　“Plantlet　の形態は培養条件でかなり変化するので種類による差は見出せなかった．換水期間を長くした

り，高照度で培養したり，また密生した場合は：夏期でも“Plantlet”の枝の細胞はだんだん細長くなり色素

体がうすくなる傾向が見られる（Fig．2．　b，　c）．これは秋に“Plantlet”の形成が多かったアサクサノリ・

スサビノリ？などで顕著であった（Pl，　XXE　5，　Pl．　XX皿．5）．

　また，マルバァマノリ・ウップルイノリなどでは夏期に先端細胞が肥大するのもしばしば観察された

（Fig．　2．　e）　．
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Fig．　2．　Some　parts　of　‘plantlets’　and　liberation　of　the　spores．　a，　b．　PorPhyra　tenera

　　　Kjet1m，：a．　A　part　of　‘plantlet’，　showing　stellate　p1astid　and　pyrenoid　c－j．

　　　Porphyra　suborbiculata　Kje11m．　：　c，　d．　Narrow　branch　of　‘plant　let’　and　its　spore

　　　formation．　e，　f．　Apical　swollen　cells　and　spore－formation．　g．　Liberation　of　spores

　　　from　‘plantlet’．　h，　i．　Liberated　spores．　j．　Germination　of　the　spores．　（a，　×550；

　　　b－j，　×250．）

　6．月まで照度300～500　e　uxで培養した糸状体殻を7月から200，500，750，1，000，1，500　e　uxの各照度下に

移し，“Plantlet　の形成を比較観察した．その結果ではこれらの照度の範囲ではどの培養でも形成された

が，500　e　ux程度の照度で形成がやや良好であった．
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　また，殻を垂直に吊下げたり，下向きにして培養したものが水平の上向きの位置のものより二期に

“Plantlet”の形成が行なわれるようであった．なお，“Plantlet”の形成は殻を薄くした基質でも良好であ

り，殻に亀裂のある基質ではその裂け目に沿ってよく形成された．また多くの果胞子を付けたり，よく繁茂

したりして，糸状体の枝の生育が多い殻は疎なものより“Plantlet”の形成が多いように観察された．

　“Plantlet’，の胞子放出　　“Plantlet’，の培養を続けると9月末より一部の枝では色素体の色が濃く内容が

充実した細胞が見られるようになる（PI．　XX皿．2）．やがてこれらの細胞は方形のもとの形からやや球状

に変化し，“Plantlet”の枝の膜内で胞子化が行なわれる（PS．　X　X皿．4，5）．このように胞子化した細胞

は星状の色素体が不明瞭になり全体に色が濃くなる（Fig．2．　d，；）．“Plantlet’，内で胞子の形になって2，

3日後に，胞子は殼胞子の場合と同様に枝端より放出される（Fig．2．9，．　Pl．　XXIV．1’》4）．放出のとき胞

子は葉体の単胞子や果胞子の場合と同様にアメーバ状に変形しながら脱出する．

　放出された胞子の大きさは殻内部の殻胞子にくらべてさらに大小まちまちであり，マルバアマノリでは直

径8’》22μである（Fig．2．　h）．

　また“Plantlet’，の枝が7，8μ位いに細くなった部分の細胞でも胞子になるのが観察された．小さい胞子

はこういう細胞より形成されるようである．放出胞子の中にはきわめて内容に乏しいものも見られる

（Fig．2．　i．）．大量に胞子を放出した“Plantlet，，は淡白色に退色する．

　実験に供したアマノリの種類

尊勝鑓蟹1警　．　　｛　　　㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　寮
どの種類でも胞子放出が見られ　　　　衰　　　　　　1　　　　　　　　　黙

翻錨器1…llb・』想セ4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノノ　　　　　　　　　　　　　ノノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＿ノニク　　　’・＼　，7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノニ　コタ　　　　　　　　　ノノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態　／　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭養蘭　　　　　　〃

ス板上で葉体になる発芽をする

（Fig．　2．　j）　．

　しかし，“Plantlet」・の胞子

放出は殻胞子の放出より季節的

に遅れて行なわれるようであ

る．すなわち，“Plantlet”の

形成が早；期にみられたマルバァ

マノリで殻内部より殻胞子が

9月中旬より放出されたが，

“Plantlet”の胞子放出は10月

上旬より始まり，放出が多く見

られるようになったのはlO月中

下旬であった．このことは

“Plantlet’，が貝殻内部の殻胞

子嚢の形成より遅れることも原

因と考えられるが，“Plantlet，，

の胞子放出の環境条件が殻胞子

の場合よりさらに制約されるた

めと思われる．

d

’
．
だ

Fig．　5．　PorPhyra　suborbiculata　Kjellm．　abnormal　development

　　　of　‘plantlets’．　a．　Attenuated　branch．　b，　Transformation

　　　of　‘plantlet’　to　Conchocelis－filaments．　c．　Perforating

　　　growth　of　narrow　filament　in　shell，　d，　Sporangia

　　　formed　on　the　reliformed　filament．　（All　×　250．）

’“

olantlet”のよく形成されたマルバアマノリで糸状体殻を9月下旬より10月中旬まで50，10D，250，500，

1，000，1，500　e　uxの6段階の照度下で培養し，また培養液をSchreiber，　Drew，　Provasoli処方に変えた

り，その換水期間を違えたりして胞子放出の状況を実験観察した．

　その結果では明かな差は認められなかったが一般に胆水をよく行い300AV500　e　uxの照度で培養したものが

胞子放出が良好であった．また，胞子化が行なわれるようになった“Plantlet，，では50，　IOD　e　vxの低照度で
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もよく胞子放出が見られた．しかし，これらの実験で内部の殻胞子の放出が行なわれる条件下で“Plantlet”

よりの胞子放出が見られない場合も多かった．

　糸状体枝への変化　　前述のように“Plantlet，’は培養条件によっては胞子放出を行なわない場合がある．

そういう“Plantlet”を長期間培養すると下端がしだいに細くなり，遂に糸状体の普通の枝になるものが多

い（Fig．3．　a，　b，　Pt．　XXV．1’》5）．これは1極月より3，月まで観察され，特に明るい所の培養でよく見られ

た．

　この“Plantlet”より糸状体の枝に変化したものを貝殻±に静置すると再び貝殼の内層に穿孔する　（Fig．

5．c，PI．　XXV．4）．また，その穿孔生長の様子は普通の糸状体の枝と同様であった．

　糸状体の殻の上で細くなった“Plantlet”の枝は，はじめは普通の“Plantlet”と混生しているがやがて細

枝だけ伸長してからみあって繁茂する．こういう状態になった“Plantlet”はいろんな培養条件下において

も胞子の放出は見られなかった．

　一方，夏や初秋の時期でも長期間換水をしなかったり貧栄養の海水で培養したりすると，同様に“Plantlet”

の枝が徐々に細くなることがあるが，糸状体の枝のように細くなるものは少ない．また，これらの細くなっ

た細抱は7　・v8pa位いの太さまでは胞子になるのが観察された．

　“Plantlet”がノリの葉体に直接発育するか否かを観察するため，白色螢光灯30W　2灯を連続照射し，照

度4，000’》5，0004　ux下でProvasoli処方の海水を使い通気培養を試みた．その結果，同一容器に入

れた殻胞子はよく生長してノリの葉体になったが，　“Plantlet，，が芽になる傾向は見られなかった．なお，

“Plantlet’，を形成した糸状体殻を海に吊したが短時日のうちに脱落するので，その経過を観察することはで

きなかった．

　有明海湾奥部で野外人工採苗を行なう場合，海面下に吊り下げた糸状体貝殻にノリの幼芽が密生すること

が多い．これらの幼芽の多数は放出された胞子が殻の表面に着生発芽したものか，その単胞子によってふえ

たものであるが，幾らかのものは殻の内層より発生しているのが見られる．しかし，佐賀県鹿島地先で行な

った実験では内部より発生している芽は空虚になった胞子嚢の内部で殻胞子が発芽したもののように観察さ

れた．

　すなわち，このような2，3の実験的観察では糸状体が胞子を形成することなく糸状体の枝や“Plantlet，，

より直接ノリの葉体になる栄養繁殖は確認できなかった．

考 察

　アマノリの生活史についてDREW3）は果胞子が貝殻などに穿孔して糸状体になることを明らかにし，やがて

それに肥大細胞が形成されるのを報告している．

　この肥大細胞にDREw3～5）は先にRosENvlNGE2）が“fertile　cell－row　と呼んだ同じ用語を使っているが，

DREw　and　RicHARDs　4）は，その細胞の内容が球状になっているのを観察し，胞子が形成，放出されるものと

推察した．しかし，DREw5）はその後の培養でも“fertile　cell－row，，の胞子の放出は行なわれなかったと報

告している．しかし，黒木’o），TsENG　and　CHA・G11）やそのほか多数の研究者によって“fertile　cell－row’，

より胞子放出が観察され，その放出胞子が葉体になることが確かめられた．またTSENG　and　CHANGはこの胞

子を殻障子Conchosporeと呼んでいる．これらの報告では胞子の形成，放出の過程は明確に説明されてい

ないが，産業的に入工採苗が行なわれている現在，ほとんど疑問の余地はないものと考えられる．

　DREws）は1954年に“fertile　cell－row”のほかに“Plantlet”が糸状体に形成されるのを報告してい

る．

　DREwは“Plantlet，’が内部の“fertile　ceU－row’，に連続して形成されるか，または表面下の糸状体枝

より直接表面に肥大枝が伸びて形成されると述べているが，本実験での形成過程とよく一致する．またDREW

は“fertile　cell－row’，と‘‘Plantlet”の色素体の違いを重要視しているが，“Plantlet”の色素体は培養条

件でかなり変化するようで色素体が両者の相違の本質的な根拠になるとは考えられない．

　“Plantlet”の形成は実験に供したアマノリ類のすべてについて観察されたが，おそらくアマノリ属に限ら

ずウシケノリ目で糸状体の時代を有する種類について見られるものと考えられる．しかし「岩ノリ」などの

種類で“Plantlet”がよく形成される点や培養条件で出現が違う点は興味深い．一般に亀裂のある基質では
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亀裂に沿ってよく形成されること，また糸状体が濃密に繁茂しているぢので形成が多い点などから・内部の

胞子嚢が殻内に穿孔形される余地がなく表面に出てくる場合もあると考えられる．

　この“Plantlet’，の胞子形成，放出の過程は殻内層の胞子饗にくらべて遊離しているだけに生きたままで詳

細に観察することができた．その結果では胞子の放出前にすでに枝の内部で細胞が球状になり胞子化が行な

われる．その際，縦の隔膜は破れている場合が多く，DREw　and　RicHARDsが生きているカメノテ（Pollicipes

Cornucopia）のPeduncular　Scaleに生育している糸状体の“fertile　cell－row”で観察しているのと同

様の経過が見られる．これらの過程はカキ殻の内部に形成される胞子嚢でも同様と考えられる．一般の培養

で胞子嚢の成熟が判定し難いとされているが，球状の胞子化はその一つの基準にもなるように思われる．

　“PlantIet”からの胞子放出には殻胞子同様に大量放出の週期があるが，これは胞子が各枝よりエ，2日の

放出で大部分出てしまい，徐々に放出されないためと考えられる．また胞子放出は夜明けから午前中にかけ

て行なわれるのは殼胞子の場合とよく似ている．

　本実験で“Plantlet，，の胞子形成，放出および芽になる発芽を確i認した．一方，黒木9），　GRAvEs7），

HoLLENBERGII）などはガラス上でアマノリの果胞子を培養し肥大した胞子嚢の形成を観察し，　HoLLENBERGはさら

に幼芽への発生を報告している．これらの事項を考え合わせるとDREwの“fertile　cell－row，，とPIantlet”

とは本質的に同一のものであり，貝殻の内部と外部に形成されるため，いくらか形態的に相違があるに過ぎ

ず，両者ともConchosporangiumと考えられる．しかし，‘lplantlet，，の胞子放出は内部の“fertilecell－row’，

のそれと比較して明らかに放出の条件が制約されている，そのためDREWの培養では胞子放出が見られなかっ

たものと思われる．

　“Plantlet”は軟弱でやや強い水流で容易に脱離する。このため天然糸状体として貝殻上に繁茂するものは

少ないと思われる．現在，日本では広く糸状体の室内培養が行なわれているが，これらの培養では珪藻など

の雑藻を除くために貝の表面を掃除する．このため“Plantlet，’の形成は物理的に阻止されるものと思われ

る．しかし，“Plantlet’，が表面で繁茂した殼では内部の殻胞子の放出が促進されるとは考えられない．この

意味でも，また前述のように“Plantlet”自体の胞子放出を行なわせることが困難な点でも，　産業とし

ての糸状体培養で“Plantlet”を形成させるのは得策ではないように考えられる．　しかし研究面では

“Plantlet”の胞子放出の条件が適確に把握されると，現在行なわれている糸状体の培養でより適切に胞子放

出を行なわせることができ，また一部で試みられている糸状体の無基質培養でも胞子形成，放出を制御する

上に役立っと考えられる．

　DANGEARD12）は糸状体に側生的に形成された膨大細胞が数個に分裂したのを見て，それらをノリの葉体にな

る芽と考えた．また三浦・伊藤9）は天然に生育している糸状体で貝殻の表面に幼芽が叢生し，それらは内部

の糸状体と連続しているように観察し，“Plantlet”との関連を考察している．

　しかし本実験では“Plantlet”を殻胞子がノリの葉体まで生育する同一条件で培養したにもかかわらず，

芽になる傾向は見られなかった．また海における人工採苗でノリの幼芽が直接糸状体の殻の内部より伸出す

るのが見られたが，これは殻内部の胞子嚢内で殻胞子が発芽したもののように観察された．これらの点を考

　えると，糸状体の枝から直接葉体に栄養繁殖することはさらに詳細な実験観察がなければ証明できないよ

うに思う．

　現在，日本でも外国においてもアマノリ類の生活史に関連した生殖器官の名称はきわめてまちまちである，

これは最近まで生活史が確立されていなかったためでもあるがDREWの一連の報告に左右されていることも

否定できない．

　DREwは貝殻の内部に形成される胞子嚢を“fertile　cell－row　と俗称しているが，　R・sENvlNGEの古い用

語を踏襲したものと考えられる．またDREwの“Plantlet”もDANGEARDI2）の’‘bourgon”と同様に芽にな

る性質を有するものとして採用したと思われるが，本研究の結果からも用語そのものの意味する性質からも

適切ではない．

　最近，内外の多くの研究者が糸状体に形成される胞子にTsENG　and　CHANGが用いたConchosporeなる

用語を使用している．本研究でDREwの“fertile　cell－row，’と‘‘Plantlet’，とは本質的に同一のものと考

えられるので，両者ともConchosporangiumと見なすことができる．



アマノ リ類 の糸状体 に形成 され る所謂"Plantlet"に っいて,そ の形成過程や胞子放 出を観察 した.

1)"Plantlet"は 糸状体の繁茂 した殻 上で,内 部の殻胞子嚢に連続 して形成 される.

2)"Plantlet"は 実験に用 いた アマ ノ リの各種で観察 されたが,「 岩 ノリ」系の種類で多 く見 られ た・ また

培養条件で もその出現 に差があ った.

3)ア サ ク サ ノ リ,ス サ ビノ リ?,マ ルバ ア サクサ ノ リでは殻の内部よ り殻胞子 が 放 出 され た 後で も

"Plantl
et"が 形成された.

4)培 養の時期や条件 によって"Plantlet"の 形やその細胞の形態は変化する.

5)"Plantlet"は 殻胞子 と同様 な胞子 を放 出するが,殻 内部の殻胞子の場合 よりその放 出条件は制約 され る

ようであ る.放 出され た胞子は葉状体になる発芽を行な った.

6)殻 胞子が葉体 に生育する条件下で培養 しても"Plantlet"が 直接葉体の 芽になる 傾向は認 め られ なか っ

た.

7)"Plantlet"は 培養条件 により,特 に秋か ら冬 にか けて 先端の枝 が細 くな り,遂 には 糸状体の 枝 に変化

する.そ ういう枝は再 び員殻 に穿孔する能 力を有す る.

8)"Plantlet"と 殻胞子嚢"fertilecelI-row"は 本質 的に同一の もの と考 える.

終 りに,本 研究実施に当 り種 々御指導を賜 わった故九 大教授瀬川宗吉先生 に厚 く感謝の意を表 する.
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E＞〈PLANATION　OF　PLATES

PLATE 1

1．　Ou’tside　view　of　the　，she’ll，　’Qn’　which　‘plantlets’．　of　ConchocelisTphase　of　PorPlzyra　tenera

　K］’ellrM．　have．gtow．ing．　（p．　shoWing　the　area　occupied　by　‘plantlets’．）　（．×　2．）

2．　PorPhyra　gub・brbiculala　Kjellm．　early　stage　ini　dovelopment’of　‘plantlet7．　（×．750．）

3．’　P，　Seriata　Kjell．M．　‘plaiitlet’s’lfo’　rmed　on　the　surface’of　shell；　（×’．300．）．

4．　’ o．’ ^Pseudolinearis　Ueda，　‘plantlet’ 刀f　formed　on　the　surface　of　shel．1．　（×一150．）

5．　．P．　leuniedai　Kurogi，　‘plaritlet’s’　formed’on　the　surface　of　shell．　（×”　300・）

P：LATE　豆．

．
●
　

●
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　，

「
一
2
3
4
占

Porphyra　Su∂orbic〃ata　K：jellm．，　mature‘plant丑et，　developed　at・th6．surface　of．曲ell．（×700．）

P．　ye20ensis　Ueda　prox．　‘plantlbt＄’　formed　on　the　surface　of　she11．　（×　’80．）

P．．te〃e〆a　KjelI．m．，ンmatOre‘plantIet，，　showing．　the　stelIate　plast’id：南th　a　pyrenoid（×700．）

5．　P．　suborbiculata　Kjellm．；　spore－formation　of　‘plantlet’s’．　（4，　k　700；　5，　×　250’．）

P：LATE　：旺

1．一　PorPhyra　tenera　Kjellm．　liberation　Of　spores　from　‘plantlets’．　（×　300．）

2－7．　P．　suborbiculata　Kjellm．：

2，’・3，　4．　Liberation　of　spores－from　‘plantlets’，　（×　300i）

B，’@Liberated　spores．　（×　120．）

6．　Apical　swollen　cell　of　the　branch　of　‘plantlet’．　（×　300．）

7．　Spore－formation　in　the　swollen　cell．　（×　300．）

PLATE　IV
lj．2，．3L．　PorPhyra　tenera　Kjellm．　parrow　branches　of　‘plantlets’．　（！，　2，　一×250；　3，　×　120・）

4；．POゆ勿プaッ6go既sゴ3　peda、　prox．やefforation　of　the　filameht　of．‘plantlet，　in　to　she．Il．．（×250．）
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